産業厚生常任委員会調査報告書
平成２０年９月１７日

国見町議会議長

佐　藤　忠　美　様

国見町産業厚生常任委員会

委員長　高橋　豊壽

平成２０年９月４日、産業厚生常任委員会所管事項調査を実施しましたので、下記のとおり報告いたします。

記

１　調査期日　平成２０年９月４日（木）

２　調査事項

1 藤田保育所　

2 国見町ディサービス

3 上水道国見町受水施設

３　参 加 者　産業厚生常任委員長　高橋豊壽　副委員長　渋谷福重　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　委員　斎藤政之　佐久間靖明　浅野富男　村上晴夫

　　　　　　　随行　保健福祉課長　佐藤政弘

　　　　　　　　　　上下水道課長　武田幹夫

　　　　　　　　　　保　育　所長　佐藤幸子

　　　　　　　　　　議会事務局長　渡邊アヤ子

４　調査内容

1 藤田保育所

午前９時20分、藤田保育所に到着。初めに、保育所長より保育所の概要について説明を受ける。藤田保育所は昭和２４年、藤田町立藤田保育所として開所した。平成１７年２月、山崎字舘東（藤田駅前）に児童高齢者福祉施設として建物が完成、同年4月に現在地に移転、運営している。

児童数は、定員８０人のところに０歳児６名、１歳児１４名、２歳児２４名、３歳児２４名、４・５歳児２４名の計９２名が入所しているが、常に待機者がいる状態である。その他、一時保育は一日平均3人、子育て支援ではイキイキ子育てクラブ月２～３回、いきいき広場月２回など多岐にわたった保育体制を組んでいる。保育時間は、朝７時から夜７時３０分まで、職員の体制は早番、早中番、普通番、遅中番、遅番の５交替制で、特に近年は父母の仕事の形態や生活体系の変動などで居残り保育、土曜保育も増えているとのこと。しかしながら、明るく元気な子、やさしく思いやりのある子を保育の目標にし、保育活動内容や年間の行事を取り入れ、職員一体となって取り組んでいる。一通りの説明を受けた後、０歳児から順に各部屋を訪問、元気いっぱいの子供たちとふれあった。

2 国見町ディサービス

続いて、同じ建物にある国見町ディサービスを視察した。この施設は同じく平成１７年４月から、町が、国見町社会福祉協議会を指定管理者に指定して運営している。

定員は一般型２０人、認知症型１０人の計３０人である。利用者は１７年度が１日平均８．４９人、１８年度が１３．８１人、１９年度が１９．５１人、２０年度は現在までに２１．３５人と年々増加し、契約者数も当初の５２人から現在は１４７人と大幅に増えている。

朝９時に送迎車が出発、午後４時にそれぞれの家庭に送るまで、入浴やリハビリ、健康チェック、レクリェーションなど、健康を保ち、機能が低下しないよう歩行訓練や身体のストレッチ、しりとりや俳句など、楽しみながら一日を過ごしてもらうよう工夫していた。昼食は栄養のバランスのとれたおいしい弁当を調理委託、1日500円で供給している。

3 上水道国見受水地

　　　次に、大字泉田地内にある上水道国見受水施設を視察した。ここは、平成１９年度から本格受水となった福島地方水道用水供給企業団（摺上ダム）からの水を受ける施設で、国見町の全水道水をここで受水する。巨大なタンク、受水池の能力は1,150トンとのこと。隣には計測計室の建物が２箇所あり、一つは企業団の国見町に対しての配水計測系関係機器類が設置されており、常にデータが記録され企業団に送られている。耐震は震度５になると、自動的に遮断するとのことである。

　　　もう一つの建物は、国見町が配水を受けた量の計測計であり、町で管理している。

　　　続いて、ここより町の市街地に送られる源宗山（山崎字北古舘）の貯水池を視察した。ここは、750トン２基であった。ここから、小坂地区を除く町内全体に落差により各家庭に配水されている。

　　　以上、所管事務調査結果について報告いたします。

　　

　　　

